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中村二君を思』、

山　　本 清

　前後十二年間，天文研究の俘侶として，書となく夜となく，公私の生活を

共にした中村要書が，急に亡くなった．去る九月二十四日の早朝である．此

の目は今後永く自分にも思ひ出の日となるであらう．

　中村君の二十九ケ年の生涯は，短かいものであった．しかし，學界のため

に，就會のために，又，家庭のために，なし途げた貢献は實に大きい．この

短かい年月の間にも，飢に，普通の人の二三人ぶんの大事業を敢行したので

あって，質にも，量にも，實に偉大なる人物であった・殊に，直ぐ今後の，

夏に大きい功績を豫面するとき，v・くら惜しんでも，惜しみ切れない．

　中村君の死は，世の多くの人には，永久の謎として，1解けないま」に，淺

るであらう．自分も（毎日毎夜，生活を共にした此の自分自身も）今にして思

へば，中村君の心境を，飴りに知らなさ過ぎた．實に衛幌に堪えない氣がす

る。一．一一一尤も，世間の人々の中では，かねてから，自分がやはり最も多く中

村君の私事を知ってみたので，現に，彼が急死するより十日ばかり以前の，

九月十二日の午後，花山で，久しぶりに會つた時などには，彼の顔色のv・よ

々々蕾ならぬ様子を見るに見かねて，

　「君！　君が郷里へ蹄って静養するのは，全く駄目だよ！　少し齪暴だが，

ウンと思ひ切って，孚年ばかり，遠くへ去って，行方を晦ました方が好い！』

と，自分は，可なりマジメに薦めたのであったが，人一倍L親孝行「の彼は，

此の齪暴な忠告を，直ぐ聴かうとはせす，只，にが笑ひをしてみた・之れが，

縁淺からぬ彼と自分との永久の別れとなって了つたのであった．

　中村君が，『夜に眠られない』，「眼が悪く（爾L視に）なった」，『祠1経衰弱にな

った」と言ひ出したのは昨年の暮れ頃からであった．自分は斯うした訴へを

総く責任を常に痛感した．そして，なるべく外界からの妨害を，其の日常生

活に無くさせるため，自分もいろV・うと：苦心した．そのためには，天文墓本

館の内外に多少の醤繕工事を施したり，叉，宿舎の模様攣へなども行った．
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そして，L観測者を優遇しなければならぬ「ことに極力注意した．一しか

し，今にして思へば，斯うした自分等の心遣ぴは，申村君の病症を癒すべく，

ホンの末梢的の効果を纂げ得るに過ぎなかった．病症の大きな原論は，別に

存在したのであった・顧へば，自分も，人生の大きな學問をさせられたので

あった！！

　中村要君は明治三十七年（1904年）四月八日，滋賀縣滋賀郡眞野村の中村與

氏の次男として生れた．幼時や，少年時代が如何であったか，自分はよくは

知らないが，いろ々々な事にまめ々解しく渡頭研究する癖が既に早くから芽

生へてるたと言ふ．生家は，十幾代も前から，村での名望家で，近年までは，

年々三百絵俵の年貢米を牧め，嚴父は村の村長：其の他の名答職にも幾度か纂

げられ，交際も届く，一般の奪敬を受けてみた．要君は一人の長兄と，二人

の含弟と，二人の令妹とを有し，縛計六人兄弟の第二子であった．かのハレ

／彗屋の現はれた1910年（明治四十三年）の四月に生地眞野村の小學校に入

り，大正五年（1916年）の春，同校を卒業して，直ぐ，京都の同志肚中學に入

った．中立時代にも特筆すべき事は知られてみない．只，燃油にある遺稿L寮

生活「は，同志杜時代の寄宿寮の生活の一斑を偲ばしむるに足る・

　要君が何時頃から天文に趣味を謡えるやうになったかは，やはり，明らか

でない．只，此の黒占に關する最初の清心は，大正八年の頃，要君が京都帝國

大室北門に近V・百萬遍あたりに下宿してみて，大學天文墓あてに二つ三つ天

文上の質疑事項をノ・ガキで聞き合はせに寄越し，共れに験して，百濟理乱船

留の他の人々が返事を出したぐらみの事が記憶されてるるに止まる．

　大正九年に天文同好會が創立され，まもなく，海老恒治氏等の熱心によっ

て，同志靴の中に支部が設けられたときから，自分は此の支部の例會に度々

出席したが，要君は此の同志杜麦部例會に集まる常連の一人であった．

　要垣は大iE十年の春に同志親中學を卒業した．それから，し高等心血の入學

試験を受けるのです■と言って居たが，實は止り天文學にみが入り過ぎて他

の學科などを勉強する氣にならなかったらしいことが，誰の目にも見えた．

入學試験には不合格となった．しかし，同君は其れを殆んど何とも思ってみ

なかった．それから，まもなく，愈々本格的に天文家の生活に入る畳悟をき
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め，熱心な希望によって，京都帝國大鵬の天文墓へ，志願助手として入るこ

とが許された．そして，短かい袴をはきながら，書となく夜となく，天宮の

翻測と，圖書の画讃とに精進することとなった．

　大陳の職員になった最初は，口径5・センチ級の小さい望遠鏡を使って，墜

光星の観測をやったり，或は流星を観測したりする以外には，只，何となく，

手延り次第に書物や新着維誌を澱んだり，かのハイデ製の10センチ赤道儀で，

普通の常識的に有名な天界の珍事を敬しんでみたやうである。

　其の頃の要君は，いはば今日の中心生にもよくある程度のL星のフアン■で

あって，至極ノンキに，世の中の雪平勢が無いだけに，甚だ愉快げに，満足

げに，其の日々高々を暮してみたが，L果して此の男が，十型何になるのや

ら「全く豫面するぼどの何ものも認め得なV・様子に見えてみた．只，しかし，

共の當時から，一つ特筆されるべぎことは，要君の眼の視力が非常に鋭いと

いふことであって，（多少，色盲の傾向があることも，當時既に知られてみた

が，）Lプレヤデスの中に，星が十二三見えます1などと言ぴ出し，吾々を驚か

せたこともある．

　中村要急が學席上の最初の業績を塞げたのは，かのコ921年六月下旬に於け

るヰンネケ彗星關連の流星群の観測であった．此の流星群は，1916年の時，

甘干で可なり著しいものが見えた歴史があるので，1921年にも何等かのもの

が見えるだらうと一一般に待望せられてるた．要君は六月二十五日から自分と

共に近畿の各地を族しながら，首尾よく此の流星を襲見し，八月初めの頃ま

でも見事に追跡したのであった。此の流星は多く微光であったため，學界に

多少の批評を生んだこともあったげれど，要君の観測は其の後毎年行はれて，

最近1930年にまでも及び，殊に1927年に同彗星が再棄した節などは，米國や

ロシヤ方面の観測者たちも此の種の流星を認めたので，釜々要君の槻測結果

を償値付けることとなった．

　微光流星につV・ては，爾ほ此のヰンネケ彗星關係のもののほかに，1928年

六月上旬の，スケレルプ彗星に連浴するものや，1930年五月末のシブスマン・

ワノ、マン彗星關係のものなども，要君は常に熟練と熱心とによって奇効を牧

め，世界の同勢者たちを驚かせてみるばかりでなく，丁丁に於ける若干の微
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光流星観測者を指導督凝した功績は，永く記憶さるべきものである．

　諏訪の三澤氏と比べて，（果して何れが早かったか明らかに知り難いが），中

村要君は1920年頃から小形の望遠鏡で太陽黒瓢を連日槻測したものである．

肖る揚合には，例の鏡い肉眼で，圭な黒貼だけの記録をとったこともあった．

此の種の観測は，三澤氏のやうに永く縫異して行はなかったけれど，槻測の

方法や態度や，其の時々の成績など，非常に優れたものであって，之れが叉，

共の後，同君の太陽観測上の貴重な指導的経験となったのである．

　要君は，大井に調て，ハイデの赤道儀やブラシヤの反射鏡を使用するやうに

なってから，月や，木星や，火星など，遊星表面の翻察を始めた．之れは我

が國の天文革質に於いて，全くの最初であり，叉，今に至るまでも殆んど猫

特の研究方面であって，それだけ苦心も彿はれたわけであるが，實にスバラ

シイ成績を墾げたものである．月や木星は，しかし，観測上の経験を獲たと

いふ程度に，要君自身は止まってみたらしいが，火星面の観察は，1922年の

頃から，W．H．ピケリング教授の主宰するL火星観察者聯盟に加入して，大に

活躍し，ほf二年目きに火星が接近する毎に，必ず何等かの貴重な貢献を聯

盟のために齎した，聯盟の機關誌であるPopular　As亡ronomyを譲んで見る

と，欧米の人々に伍して，L火星報告「の連載されてるる中に，要君の名と其

のスケッチとが黒しく見付けられる・要君が亡くなった今日，思ふに，こう

した美しい火星面スヶツチが日本人の手で叉世界に獲表せられるのは，果し

て何時であらうかP　感慨に堪えない、

　尤も，要君は遊星面観測につv・ては，早い頃から可なり良v・友人を有って

みた．共れは即ち祠炉のアマチュア天文S（　R．スコブイルド氏で，中口径の反

射鏡を使用しつS，火星や木星の表面を興味深く槻察する人であった．同氏

も可なりの技備を有ってみて，殆んど要君と同じ程度の腕前を振ったことも

一再ではない．要君とス氏とは，同じ興味で互ひに働まし合ひつS，一時は

兄弟のやうに親しく交はり，共に其の成績を以って，ピク’リング教授を喜ば

したが，何としても，ス氏はアマチュアの身分として，李生多忙な俗事に日

を逸る人であるため，観測は時々中止され，結局，氣の向く時にのみ行はれ

るのであったが，丁丁の方は，とにかく丁丁的に全時言を丁丁観察に費し得
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る引揚にあったので，準備や基礎研究もよく行き届き，從って，眞に罐威あ

る観測者としての成績を無げ得た．年月の進むと共に，要君の火星面研究は

全く深い自信の上に築き上げられるものとなり，最後の日の遺書の中にも，

顧みて火星の事を書き記したほどである．只，誠に淺念な事は，來1933年遅春

に接近して來る火星を，要覧は観察することを，かねてから熱烈に希望しつ

Nあったに拘らす，其れを途げなかった事である．若し此の1933年度の火星

擬察さへ行はれ」ば，1920年，1922年，1924年，1926年，1928年，1931年，及

び1933年の，前後七期を通じて，火星面のあらゆるシ1ズンの模檬の槻測が

完成し，成就する筈であったのであって，要町自身も，最後の日の，最もV・

たましい心残りは此の事であっただらうと思はれるし，叉，吾々としても，

是非此の火星観測を一品完成させたかったと，残念に思ふ次第である．

　中村要君の陣した業績の一部に，攣光星の槻測や磯見がある．之れはよほ

ど以前から着手したものであって，比較的に小形の望遠鏡でも成し得る仕事

であるし，叉，他の仕事の合ひ間々々々にも簡輩に出懸るたちのものである

から，思ふに，最近までのものを合算すると，結局，幾千とか，或は幾萬と

かいふ増しい槻測結果を残してみるのではないかと想像される．尤も其のう

ち幾パセントは既にハ1ブ！ド天文豪ブレテン等を通じて稜表されてみる

が，しかし，爾ほ大部分は未獲表である・今後，吾等の手で此等を出回るだ

け精細に整理し，適當な形式を以って，學界に途りたいと思ふ．新しい攣光

星の磯見も幾つかはある筈であるが，精しくは今直ぐにわかりかねる．

　要君がスコフィルド氏と交際することにようて新らしVb’興味をそkられた

E思はれることの一つは，太陽のプロミネンスを眼視的に観測することであ

った．ス氏は1922年の頃，既に此の種の希望を持ち，自分の所へも種々器械

の構造等につき問ひ合はせに來られたことがあったので，自然，単葉にも同

じ様な相談があったことN思はれる・之れが1925年頃には具馴化して，ス氏

は暫く共の観測結果を天文同好會に報告され，ブレテンを賑はした．郎君も・

黒癩のプロミネンス観測を是非やつて見たいと常々言ってみたけれど，瞬時

までは京都に適適な分光器が無くて，仕方が無い次第であった．ところが，

1926年の頃に，自分は二言のアダム・ヒルガ1會耐に交渉して，プロミネンス
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観測用のスペクトロスコiプを，公用と私用と，都合二塵藻ひ入れたので，

要項も大仁に喜び，早速回れを望遠鏡に取り付けて，翻心を連綾に行ひ，爾

ほ此の種のスペクトロスコ1ブを使用するのに最も適當な望遠鏡の種別や構

造等も，要君は特別に研究した．スマトラの日食にも要君は此のスペクトロ

スコ1プを持って行く事を忘れす，あちらで，やはり，太陽をながめて，愈

々日食の其の日など，食の起らなV・以前から，プロミネンスの形について，

姦吏的な知識を有ってみたほど，行き届いたものであった．

　彗星の観測は，自分等も以前から特別な關心を有ってみたものであり，忠

君が大學へ來られる前から，故佐々木哲夫君がユ9ユ9d彗星を獲見するやら，百

論理心門が1920ab彗星を磯見されるやらで，わが京都帝大天文豪は彗星の

出現と結ぶ縁故は可なり深かった．從って，中村要君としても，やはり，彗

星には特殊な興味を有ち，都合の好い彗星が現はれxば，必ずそれを観望乃

至観測することにしてみた．彗星の日々の経緯度を測定し始めたのは，花山

天文i薮が商館てからであるが，共の以前から，彗星の光度や，形歌，望遠鏡

による観測能率等は，年々の實地的な経験をよほど積んでみた．取れは，花

山へ移ってからの研究の進行上に非常に役に立つた次第であった・

　1922年十一月，郎君は小犬星座のあたりで，待望されてるるペライン彗星

を捜索中，ほ指呼定の所に痴れらしい星像を認め，街ほ共れが豫想の如く運

動することさへ認めたらしいので，早速之れは新城主任教授から東京天文i褻

へ知らされ，東京からは叉，世界の天文電報申央局であるユクル天文垂へ知

らされたものだから，此の獲見報は比較的早く全世界に廣まった．自分は誰

時米國ヤ1キ1ス天文墓に居て，此の電報を見，大に喜んだものである．そ

して，ヤ1キ1ス天文豪で自分が使用してみたブルース望遠鏡を以って，連

夜，此の中村彗星の捜索のための爲眞撮影を行った・ところが，甚だ残念に

も，彗星は爲眞板上に現れす，又，他の天文豪でも此の彗星の正艦を認め得

す，結局，學界に多少の失望を與へた結果に終った．転輪が此の年十一月三

十日から十二月二日まで，三夜連綾観測したL彗星コは，光度が十三等級であ

って，此の顯から言っても，鋭眼の同君以外には殆んど見えない程度であっ

たと共に，各地の天文壼で強力な望遠鏡寸寸にも認められなかったものだか
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ら，一時，いろいろの説が行はれ，L他にも例がある通り，何かの都合で，急

に光輝が蓑へたのだらう■と言ふのがあり，或は又，L始めから一種の錯畳で

なかったのか？「とさへ言ふ入もあった．しかし，結局，之れ以上に積極的な

材料は獲られなかった。

　要君が側見した彗星の今一つは，1930年の十一月中旬にg彗星といふのを

口径11センチのカメラで撮影したことであった，．此の星は其の後，約2週間

のうちの十枚ばかりの爲眞に徴光の影像を現はし，其の位置の測定値から軌

道要素の算出にまで進む順序を取った．1922年の事もあるので，こんどは自

分達もよほど大事をとり，軌道の形がほ1’知れてから，其の要素や推算位置

等を含んだ喪見電報を，十一月二十日頃，コペンハ1ゲ；中央局へ逡つた・

細別が，後から思へば，少々念が入り過ぎてみて，又，好機を逸したことに

なって了つた．何となれば，此の磯見電報を諸外國の天文墓が受取つた頃に

は，彗星の光りが銑に微弱となって了つたのか，とにかく叉，誰もぽかに濡

れを観測し得なかった・そこで，要覧は再び非常な責任を感じ，ウンと精力

を注いで，徹底的に庇の問題を研究する段取りを決め，彗星像の現はれてる

る旧幕原板の測定を幾度もやり直し，叉，其れから，軌道計算の原理や方法

其のものを研究しつN，幾度も計算を繰り返し，途に前後約九ケ月を費して，

1931年八月に，研究全部を・きれいにまとめて，花山ブレテン第211號に螢表

した．早れにより，學界の謎も一一先づ解決し，’今1932年度の取留ロ1ヤル天

文學會月報には，クロムメリン氏が此の中村彗星・1930gを正式に原簿へ登録

したと獲表した．永く要君の精力を傾倒せしめた難物ではあったが，此の彗

星の研究によって，国君は圖らすも，彗星の爲眞像に塾し，叉，軌道計算學

に臆し，深v・研究上の経験を獲得したのであって，彗星そのものを獲た以外

に，副産物も可なり多かったわけである．

　こうした難物の一つ二つを外にして，要君が擬測した彗星は魑しいもので

ある．槻測は始め爲眞術の国用として行はれたが，1930年の末からは，クク

赤道儀による測微尺槻測を途卑し，時間と勢力との鮎に於いて，甚だ能率を

脱げた。

　赤道儀の測微尺による天罷観測も，わが日本の天文界に於いては飴り例の
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無い方面である．測微尺は京都にも東京にも罪なb早く備へてるるけれど，

殆んど此の種の観測は，誰も未だ手をつけないものであった・此の方面にも

要君は敢然としてスタ1トを切ったのであって，之れがためには，既に幾年

も前から，器械の構造や，測定の理論や，計算の方法等につき，深い準備研

究を積んでみた．

　中村要君が自分あての遺書中にも記してみる天文業績の一に，小遊星の観

測や獲見のことがある．要君が小形カメラにより小遊星の爲眞撮影をやり出

したのは，遽くとも1928年の頃，帥ち，花山が未だ出來上らなV・前からであ

るが，花山に諸器械が移ってからは，一二此の方面に奮働した．其の大艦は，

花山のプレテンを見て貰へば一目瞭然である．殊に1930年八月，口径11セン

チの三重玉レンズが出來てからは，ブレテンの殆んど毎號に，中村君の署名

ある小遊星観測報告が載ること玉なった．此等の報告は，多く，花山ブレテ

ンに獲表されると同時に，　ドイツ國くごルリンの天文計算局に逸られ，同局出

版のブレテンにも載って，共の紙面を賑はし，我が．日本よりの誰一人として

活躍した．此の小遊星篇眞撮影観測中，要君は前後九回にわたり新天艦を獲

見した。之れは同君が勤勉の當然の結果であって，甚だ慶賀の至りである・

幡1細図 釧槻年月日 備 考

1i“i　i〈yo’　1

21－1　Kwasan　1

引＝　盤誇
g一　iI　1　k’w：］：x　4’

6　1（245）1　1〈wasan　5

7！－i　1〈wasan　6

8　1（1214）1　Kwasan　7

9　1　－　　1　Kwasan　8

1928年8月27日

1930年　9月19日

〃
ク
〃

9月18目

9月19日

8月17日

1931年　6月　8日

ク　　6刀8日

王932年1月6日

ク　　3月2日

IS）28　QM

・93・SR［C

ﾛ踏1930　SB

］930　SS

193　OQS

　　　　（245）　Vera

・932・・［瞥班爵

1932　DB　［Sc’hwasbmann，

　　　　　2月28日］

　上表の小遊星は雨曝眞によって中村要君が獲注した新天壌である．しかし，

其のうちの若干のものは，（他にもよくこうした例がある通り），後になって，

軌道計算の結果，既知の天寿であったことが知れたり，叉，僅かに数日の差

で漱米の観測者に磯見の先鞭をつけられたりしたものもあるのであるが，そ
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れでも爾淺りの或る天艦は，結局，中村君だけが唯一眞實の獲見者であった

ことが立華されて，確定的な番號も與へられ，命名橦も與へられる日が來る

～：二と㌧豫想され．る．

　1930年末から1931年初めへかけて，世界人一般の注意を惹v・た小遊星エロ

スは，やはiJ｝，中村要君が熱心に観測した一一人である．早くも1930年の十月

に同君はエロスの毛馬像を認め，其の後，光輝昨暁や，星斗の特異性にも注

意を怠らす，途に1931年一月中旬に至って，エロスの形歌が恒星欣でなくて，

むしろ連星歌であることを再見し，同年二月にはエロスの自輻する事實まで

も確認した功績は，流石，銃眼を武器として多年戦ぴ抜V・た技術の賜である

と感心させられる次第であるが，しかし，要君として見れば，此等の成績は

寧ろ副産物であって，始めからエロスのために計劃してみたプログラムは，

全世界の多くの赤道儀観測者に伍して，太陽親差の研究資料を獲るため，此

の星の精密位置を測微沢によって測る大事業であった・此の結果は，まだ未

整理のまNであるが，近V・うちに孕れは，整理されて，磯表される筈である．

　1929年五月9日頃皆既日蝕槻測のため，自分等と共に，京都附与大旨天文部

からの派遣隊の中に加はつて，はるばるスマトラ島まで出かけたことは，中

村要君の短かIO一一生涯を通じて，可なり特筆すべき事件であったことは言ふ

までも無い．此のスマトラ遠征は，實質に於いて，要君と自分とが計劃の全

部を行ったものであって，殊に同君は観測用諸器械の製作や設計から，往復

の大貨物の荷こしらへは言ふに及ばす，観測のプログラムまでも，立ち入っ

て働き卑し，叉，観測の結果に於いても，最も優秀な成績を畢げた偉：勲者で

あった．若し，同君が居なかったならば，大小二毫のコロナグラフに使用さ

れたレンズ等は言ふに及ばす，爲眞乾板の撰隅隅に於いても非常な不便を経

験しなければならなかったことと思はれる．實に，遠征の始めから終りまで，

重要な人物の一人であった．

　前後十籔舌触の天文生活中に，中村要君は實に多方面の経験をしたもので

あるが，職封に關する一切の技術も，亦，其のうちの重要な～つであった・

レンズの知識は言ふに及ばす，諸種の乾板について，叉，其れ等の暗室内に

於ける庭理について，年と共に其の技能を磨き上げ，最近年は，眞に玄人ら
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しい爲眞エキスパ1トとして，實に何所に押し出しても恥かしくなV・腕と自

信を持ってるた．前記した諸方面の天艦観測一例へば，月や，彗星や，小

遊星や，日食等，そのぽか，回心や，諸種の星野篇眞など，一皆此等が優

れた成績を獲たのは，同君の爲眞的技術が優れてみたことに乱するのである．

・最後に，中村要君の遺した最大点心は，何と言っても，かの誇らしい光學

晶の製作と，其れに關連する諸器械の設計や研究であった．ほんとうに，生

れつきの天文家らしくスクスクと延びて來た二君は，技術者として，やはり，

何のどよみや，無理も無く，全く自然に成長して來た人であった．同君は申

學の最上級の時，既にL一二望遠鏡■といふものを自作して，何等かの實用に

も供し，其れを無心にエンジョイしつN，友人にも薦めてみた．大壷に入っ

てからは，オトエ1製品5センチ・ファインダ1，ハイデ製の10セン．チ赤道

儀，ブラシや製の25センチ反射鏡，ザ1トリウス製の18センチ赤道儀などと

いふ順に，大土所有の大小望遠鏡を殆んど悉くマスタ1することに回心し，

途にはカルブ1作の32センチや，同33センチの反射鏡や，同じ46センチの望

遠鏡，更に又，クク製の30センチ大赤道儀に至るまで，あらゆる天文器械に

一通りの一眠，一通り以上の深い研究と経験を積んだのであって，此等の

：豊富な知識と興味が，1925年頃から，一輻して，光學品の自作へと向って稜

展したのは，誠に自然な開展であったと言ふべきである．1925年の三月何日

頃であったか，はげしい募働の兵役生活から大學へ蹄って來て未だ幾程もな

いと思ってみた頃の或る日，自分は，二君から，

　『先生，反射鏡を一つ磨き上げました．見て下さい1』

E言はれ，驚異と喜悦とにみちて，汚い工作揚の一隅へ案内されたことを今

も爾ほ畳えてみる．それからは全くのトントン拍子に，作られる鏡面の藪も

塘し，試験や整形の技術も，目に見えて進んだ・そして，1928年頃からは，

手磨きでなしに，簡輩な自作器械で，器械的に鏡面を研磨することtcもなり，

仕事の進みは一暦速やかつた．叉，1929年から，蓋物レンズの設計や製作に

も成功し，それも，間もなく，温品底のための15センチ玉や，自用のための

11センチ三重玉の如く，優れたものが，L何時の間にか出品上る「といふ程，

易々として生産された・最近には，改獲氏のために口径13センチの爲半玉を
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磨き終り，大きい責任を果したと，喜んでみる有様を見たのが本年の初夏の

頃であったが，一方に於いて，天文墓用のため，口径22センチとv・ふ大形の

題下玉を作るべく，既に1930年末頃から，苦心設計してみる様子が伺はれた・．

但し，此の22センチ玉は，最近，病勢の募るのを見て，一時中止するの止む

なきに至ったが，とにかく，一膿に著しV・技術の進展には，誰も驚かされた．

要君が死した今，其の机上に残された光論判研磨N6te約十冊は，前後七八年

に渡る此等の作業と其の成績に壊する一切の計え書として置かれてある．点

れを見ると，同君が自作の光長南は，

　　　　　パラボラ鏡が　　　　　　　総計　　　　　　　300面，

　　　　　卒面鏡　　　　 ク　　　　ユ0面，
　　　　　醤物レンズ　　　　　　〃　　　　　　40組，

であって，いかにも多量であることに驚かされる．

　こうした光學品の製作ばかりでなく，要君は，数年にわたって，大小種々

の望遠鏡を設計した．始めは普通の経緯式反射鏡から，漸次特種な極点望遠

鏡や，彗星捜索機や，爲誌面用の赤道儀にまで及び，大きさも，口径25セン

チ反射鏡や，15センチの眼覗望遠鏡に至るまでに進んだ．こんなわけで，自

分などは，人々に『もはや，わが日本にも中口径の望遠鏡は立派に出來るや

うになった』と話し得るに至ったのである。

　中村要君が天：文界に入ってから前後十幾年，上に記したやうな多方面の研

究や観測に，百パセント充實した學究生活をやって，しかも其の成績に於い

ては，普通の人の，二人荊や三入前の仕事をした有橡であった・と同時te，e

同君の仕事の中には，日本の天文學界に於いて全くの新分野であるものが少

なくなv・ことは驚嘆すべきである．例へば，火星面の観察や，天意寓眞術の

研究や，天文望遠鏡の構造に關する種々な研究など，爾それに，微光流星と呼

ばれる新種の天膿の認識など，皆，同君の貢献は大なるものである．それか

ら，分野は必ずしも新分野でなくても，同君の勤勉によって，量的に大量牧

獲を得たのは，例へば，攣光星や，小進星や，普通の流星など，此等は何れ

も今までに護表されたものは少なくて，未整理未護表の部分が非常に澤山残

』されて，今，花山天文i褻にある．前にも記した通り，之れは今後一雨年めう
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ちにでも，是非整理したいと思ふ．此の整理が完成して獲表されれば，1同君

の學三盛贋は，今までに撒倍するものとなることであろう．

　中村亡君は，腕の人であると同時に，（知る人は，よくよく知ってみるや

うに，）熟の人であり，叉，徳の人であった．誰でも，三十歳に満たない此の

一青年學徒に，會って，親しみと，なつかしみを永く有たない人はなかった

であろう．艦駆は堂々として，しすもう取りのやうにコ宇品でありながら，心

は誠にやさしく，デリケ1トな感情の持ち圭であった．此等のL人間として

の中村君「については，本誌別意にある多くの友人たちの寄稿文によって充

分に窺はれ．ると思ふ．

　友として，自分は永く交った。そして今は，もはや，肉親にも等しV・近し

さを感じてみた．只，しかし，二君は，どうした運命の悪戯か，世にも珍ら

しv・家庭上の携みを負ひ，それを，自分には言ふまでもなく，他の如何なる

人にも絶品に言はないで，どこまでも忌み績けたのであった．自分も，かね

てからそれと察してみたので，成るべぐは，其の忌みを共に負心する畳悟で，

話の糸口を求めたこともあったが，堅く決心したらしい同君は，最後の日ま

で憶1みを秘して，其のまN永久の族に立って了つた．

　要君の死因は，V・ろV・うな立証の人々から，いろいろに考へられるだけで，

果して，区点衰弱か，眼の魔疾か，家庭の悩みか，自己の行きづまりか，共

の他尚ほ我等の思ぴ及ばない種々のものがあったのかも知れなV・．自分には，

既に本年七月の頃から，要君の身邊には或る重大な事件が起ることが豫感さ

れたのであった．九月24日の午後，自分は長野縣の出張先きで，君の急死を

報ずる二通の電報を京都から受けたのであったが，其れを見て直ちに思った

ことは『いよいよ，やったか？！』といふことであった．決して軍なる驚きで

はなかった．

　要君に最後の決心をさせた直接原因は，九月18日，君の實の租母が死去さ

れたことであったと思はれる．長野縣から急ぎ蹄洛した自分の宅へ，次のや

うな一枚のハガキが來てるた．之れは，君か・ら自分に逸られた最後の便りで

ある．日附は24日であるが，實は少しく以前に遡るのではあるまいか？可な

りの落ち付きある文ではある．
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拝啓

小生組母＋八日夜心置く死去致し，小生療養上甚だ災されました・大回の方でお

かまひ下さらぬ様，御願申します・

　　　7・9・24・（スタンプの日付）　　　眞野中村　要

　山　本一　清様

中村要君が，v・よv・よの時の迫る九月24日の早曉を知りつs，自分へあて

S書いたと思はれる遺書の一部門下の如くである．

山本一清先生

　小生が長い間自分で不眠症で今に直る位に思って御知らせせず籔箇月も経て自

分の始末のつかぬ様にしてから申上げたことが全く失彊でしたし間違って居りま

す・自分では兄の死後絵りに大きな点画を與へられ敢然と戦ってきましたが途に

自らの膣を害し自分では急に直らない病氣の軽めに凡ゆる方面，勿論直るまで待

っても酷い様なものの其れは自分の事情として全く許されない事なのです．詳し

い事情は申しても私事でありますから止めておきたいと思ひます．小生は外観上

回り攣らないので百工な症状のやうに考へておいでだったかも知れませんが左様

ではなかったのです・小生が今回の方法をとる以外自分b立場が無い様に思はれ

ます．氣の小さい事は確かですが仕様がないのです・直りに貧弱な○○です・

　全く長》・傷心導き下さV・ました事を厚く戸々謝します・小生の研究室の物品は

何んか研究のために公開し，反射鏡其他の製作品は研究に御使用下さい・（中略）

　自分のやった仕事では，光學方面のものが最も大きいでせう．これは四五冊の

ノ1トに鏡の事が記してあります・0・G・も其の一つです・全く大きい仕事です

が，全く仕事をマスタ1してから髄の鐵に失敗に終りました．次の天交の仕事で

小遊星の方です・マiスも一つです・（下略）

　書きたい事はv・くらでもあるが，bろいうと，過去の事を思ひめぐらすと，

自分は，胸がせまって，筆が殆んど進まない．若くして學に志ざし，奮働力

行して一卜年ならざるうちに銑に學界の頂窯にまで近づいた彼れ，いよv・よ之

れから生涯の最も花々しい時代を迎えて，如何ほどの成果を畢げ，世界文化

の進展のため如何に大きい貢献をするであろうかと，知る者皆が期待してみ

た彼れ！此の俊才の花々しい生活の牛面に，實に稀代の悪運命が待ちかまへ

て，強健と見えた彼れの心身も，途には之れに堪えざらしめ，無惨にも倒れ

めた事を思ふと，悲哀を通り超えて，吾々の心は寧ろ憤激の情に燃ゆるを畳

える．（1932，11，1）


